
令和４年度  発表日：令和４年６月29日 

農作物病害虫発生現況情報（６月）キャベツ編 

 岩手県病害虫防除所 

 

１ コナガ 

（１）基準圃場（北上市成田）におけるフェロモントラップへの誘殺数は、６月第１半旬にピークが見られた（図

１）。 

（２）軽米町におけるフェロモントラップへの誘殺数は、平年並に推移した（図２）。 

（３）岩手町におけるフェロモントラップへの誘殺数は、５月第５半旬にピークが見られた（図３）。 

（４）６月中旬の巡回調査では、産卵は確認されず（平年21.2％）、幼虫発生圃場率は8.3％（平年30.1％）で、

平年より低かった（図４、５）。 

  

 

 

 

 

     

 

0

10

20

30

40

50

60

4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

3月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月

誘
殺
数
（
頭
）

R4

平年（H24～R3）

0

10

20

30

40

50

60

4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

3月 4月 5月 6月 ７月 8月 9月

誘
殺
数
（
頭
）

R4

平年（H24～R3）

0

20

40

60

80

100

120

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

5月 6月 7月 8月 9月

誘
殺
数
（
頭
）

R4

平年（H24～R3）

0

20

40

60

80

100

H24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 平年

産
卵
圃
場
率
（
％
）

少（卵数 1～10個/10株）

中以上（卵数 11個以上/10株）

0

20

40

60

80

100

H24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 平年

発
生
圃
場
率(

％)

少（寄生虫数 1～10頭/10株）

中以上（寄生虫数 11頭以上/10株）

図２ 軽米町におけるコナガの 

フェロモントラップ誘殺状況 

図４ コナガの産卵圃場率の年次推移（６月中旬） 

図３ 岩手町におけるコナガの 

フェロモントラップ誘殺状況 

図５ コナガ幼虫発生圃場率の年次推移（６月中旬） 

図１ 基準圃場（北上市成田）における 

コナガのフェロモントラップ誘殺状況 



 

２ ヨトウガ 

（１）基準圃場（北上市成田）におけるフェロモントラップによる越冬世代の誘殺は、６月は確認されなかった

（図６）。 

（２）軽米町におけるフェロモントラップへの誘殺数は、平年並に推移した（図７）。 

（３）岩手町におけるフェロモントラップによる越冬世代の誘殺数は、６月第１半旬から大きく増加し、６月第

２半旬でピークが見られた（図８）。 

（４）６月中旬の巡回調査では、産卵圃場率は8.3％（平年32.2％）であり、平年より低かった（図９）。 
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図６ 基準圃場（北上市成田）における 

ヨトウガのフェロモントラップ誘殺状況 

図８ 岩手町におけるヨトウガの 

   フェロモントラップ誘殺状況 

図９ ヨトウガ産卵圃場率の年次推移（６月中旬） 

図７ 軽米町におけるヨトウガの 

フェロモントラップ誘殺状況 

 



３ タマナギンウワバ 

（１）基準圃場（北上市成田）におけるフェロモントラップへの誘殺数は、平年より少なかった（図10）。 

（２）軽米町におけるフェロモントラップへの誘殺数は、６月第１半旬にピークが見られた（図11）。 

（３）岩手町におけるフェロモントラップへの誘殺数は、平年よりやや多かった（図12）。 

（４）６月中旬の巡回調査では、産卵圃場率は25.0％（平年51.9％）で平年より少なかったが、幼虫の発生圃場

率は25.0％（平年22.3％）で、平年並だった（図13、14）。 
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図11 軽米町におけるタマナギンウワバの 

   フェロモントラップ誘殺状況 

図12 岩手町におけるタマナギンウワバの 

   フェロモントラップ誘殺状況 

図13 タマナギンウワバ産卵圃場率の 

年次推移（６月中旬） 
図14 タマナギンウワバ幼虫発生圃場率の 

年次推移（６月中旬） 

図10 基準圃場（北上市成田）における 

タマナギンウワバのフェロモントラップ 

誘殺状況 



 

４ モンシロチョウ 

（１）６月中旬の巡回調査では、幼虫の発生圃場率は8.3％（平年4.2％）で、平年並だった（図15）。 
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図15 モンシロチョウ幼虫発生圃場率の年次推移 

（６月中旬） 


